
○本庄市空き家等の適正管理に関する条例施行規則 

平成２５年７月１日 

規則第２４号 

改正 平成２８年３月３１日規則第４２号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、本庄市空き家等の適正管理に関する条例（平成２５年本庄

市条例第１９号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

（情報提供） 

第２条 条例第４条の規定による情報提供は、口頭その他適宜の方法により行う

ことができるものとする。 

（空き家等に関する調査） 

第３条 市長は、条例第５条第２項の規定により職員に空き家等に立ち入らせ調

査を実施するときは、あらかじめ所有者等に対して空き家等の適正管理に関す

る立入調査実施通知書（様式第１号）により通知するものとする。この場合に

おいて、所有者等が判明しないときは、調査を実施しようとする日の７日前ま

でにその旨を公示しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定により難い場合は、関係機関と協議し、対応するものと

する。 

３ 条例第５条第３項に規定する証明書は、身分証明書（様式第２号）とする。 

４ 条例第５条第５項に規定する通知は、空き家等の適正管理に関する調査結果

通知書（様式第３号）により行うものとする。 

（応急措置に係る費用の徴収） 

第４条 市長は、条例第６条第２項の規定による応急措置に係る費用を徴収する

ときは、空き家等の適正管理に関する応急措置費用請求書（様式第４号）によ

り請求するものとする。 

（指導及び勧告） 

第５条 条例第７条第１項の規定による指導は、空き家等の適正管理に関する改

善指導書（様式第５号）により行うものとする。 



２ 条例第７条第２項の規定による勧告は、空き家等の適正管理に関する措置勧

告書（様式第６号）により行うものとする。 

（代行措置） 

第６条 所有者等は、条例第８条第１項の規定により代行措置の依頼を申し出る

ときは、空き家等の適正管理に関する代行措置依頼申出書（様式第７号）によ

り申し出るものとする。 

２ 市長は、前項の規定による申出を受理したときは、空き家等の適正管理に関

する代行措置依頼申出受理書（様式第８号）により代行措置の提案を添えて通

知するものとする。 

３ 所有者等は、前項の規定による代行措置の提案に同意したときは、空き家等

の適正管理に関する代行措置の同意書（様式第９号）を提出するものとする。 

（命令） 

第７条 条例第１０条の規定による命令は、空き家等の適正管理に関する措置命

令書（様式第１０号）により行うものとする。 

（公表の方法） 

第８条 条例第１１条第１項の規定による公表は、次に掲げる方法により行うも

のとする。 

（１） 掲示場（本庄市公告式条例（平成１８年本庄市条例第３号）第２条第

２項に規定する掲示場をいう。）への掲示 

（２） 市のホームページへの掲載 

（３） その他市長が必要と認める方法 

（意見陳述機会の付与） 

第９条 市長は、条例第１１条第２項の規定により意見を述べる機会を与えると

きは、空き家等の適正管理に関する公表に係る意見陳述機会の付与通知書（様

式第１１号）により、所有者等に通知するものとする。 

２ 所有者等は、前項の規定による通知を受けて意見を述べようとするときは、

当該通知を受けた日から起算して１４日以内に、空き家等の適正管理に関する

公表に係る意見書（様式第１２号）により意見を述べなければならない。 

（その他） 



第１０条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成２５年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第４２号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 


